
日本基督教団 八ヶ岳伝道所 主日礼拝  NO.1154  2021 年 1 月 10 日 

牧師  山本護   奏楽 山本恵美    第一部礼拝  司式  竹内雅子    9:30~10:30 

※讃美は二番まで歌います               第二部礼拝   司式  清水由可     11:00~12:00                                                             

前  奏 黙想 

讃 美 歌  3 あめつちの御神をば 

祈  禱 

聖  書 イザヤ書 42:5 

マルコによる福音書 1:14~15 

讃 美 歌 181 みたまよ、くだりて 

説  教 『聖霊は吹き福音は告げられる』 

祈  禱 

讃 美 歌  228 ガリラヤの風 

献  金 

讃  詠  547 いまささぐるそなえものを 

黙  禱 

主の祈り  564 

頌  栄 541 父、み子、みたまの 

祝  禱  

後  奏 ※信仰告白は当面省略します。 

 「時は満ち、神の国は近づいた。悔い改めて福音を信じなさい(ﾏﾙｺ 1:15)」。世に現われた神の子イ

エスの第一声。洗礼者ヨハネには母の胎にある時から同道され、長じては洗礼を授けられた(1:9)。だ

がヨハネから離れる時がやって来た(1:14)。その時、イエスは「悔い改め、福音を信ぜよ」と語った。 

 同じく「悔い改め(1:4,15)」を唱えながら、ヨハネとイエスでは何が違うのか。ヨハネが悔い改めを

求めた場は信仰の本流エルサレム周辺だが(1:5)、イエスの場は辺境のガリラヤ(1:14)。ガリラヤはユ

ダヤ領域の北端で、その向こうは異民族・異文化・異教の地。弟子たちが復活のイエスに再会するの

もガリラヤ(16:7)。救いからはほど遠いと考えられていた周縁で、イエスは神の国の到来を告げた。 

ヨハネは「罪の赦しを得させるために悔い改めの洗礼を宣べ伝えた(1:4)」。つまり地上から、天の

神に向かって悔い改め赦しを乞う方向。逆にイエスが求める「悔い改め」は天から地への働きかけ。

イエスは「水の中から上がるとすぐ、天が裂けて〝霊〟が鳩のように御自分に降って来るのを御覧に

なった(1:10)」。そしてその聖霊をすべて御自分の身に受け、天の御心をこの地上に現した(1:11)。 

「悔い改めて福音を信じなさい(1:15)」。それでは私たちが信じる「福音」とは何か。福音は「あな

たはわたしの愛する子、わたしの心に適う者(1:11)」であるイエスに十全に現れている。イエスの言

葉やふるまいだけでなく、十字架後の弟子たちの驚くべき転換は、イエスがキリストであることの徴。

積極的にこうも言えるのではないか。神の心に適うがゆえに(1:11)イエスは十字架の死で世を救った。

それほどに私たちは神に愛され、確実に見守られ、一人ひとりに無条件で人生が託されている。 

悔い改めるのは、これほどまでに愛されている「私」や「彼ら」を軽んじ、ひいては愛して下さっ

ている神をも小さくしてしまう人間の傲慢。悔い改めて錆びついた感覚を磨き直したい。御子の命が

犠牲になるほどに、愛されている己が存在をじっと見つめて、創造され続けている私に立ち帰ろう。 

「悔い改めて福音を信じなさい(1:15)」というイエスの戒めは、地上の努力や信仰心では届かない。

キリストの聖霊に吹かれるより他なく、事実その聖霊の風は吹いている。こんなにも違う私たちが、

それぞれの人生の中でキリストに結ばれ、同じキリスト者になっている奇跡。こんなにも違う私たち

のまま、キリストの体である一つの教会を形成している奇跡。こうした現実は聖霊の痕跡ではないか。 

イエスは「天が裂けて〝霊〟が鳩のように御自分に降って来るのを御覧になった(1:10)」。イエスは

神からの霊を受け、御自身が聖霊となって私たちの内を吹き抜ける。私たちは霊の風に吹かれ、灰を

かぶっていた熾火のように燃え立つ。悔い改めて福音を信じ(1:15)、キリストと共に生き、共に死ぬ。 

「主である神はこう言われる。神は天を創造して、これを広げ、地とそこに生ずるものを繰り広げ、

その上に住む人々に息を与え、そこを歩く者に霊を与えられる(ｲｻﾞﾔ 42:5)」。神が創造し、広げられ、

霊(息)を与える領域は、想定されるよりいっそう多様だ。特定の教会観でそれを狭めてはならない。

まずは「愛され、聖霊に吹かれているよ」と福音を告げれば、それでいい。福音は自立的なのだから。 

もう消えているかのような灰 聖霊の風が通り抜けると ほのかに赤く呼吸する 私たちは熾火だ 

聖霊が吹き灰の中の命が分る 聖霊が吹き私がここに現われる 聖霊が吹かなければ 私はいない 

1/16(土)1:30～3:00 八ヶ岳ﾒﾃﾞｨｶﾙ･ｶﾌｪ開催。ｲﾝﾀｰﾈｯﾄを介した礼拝が可能になりました(YouTube⇒

八ヶ岳伝道所主日礼拝へ)。牧師の動き:1/12(火)ｷﾞﾘｼｱ語の学び、1/13(水)山梨 YMCA で聖書の学び。 

礼拝堂・集会所の住所：408-0012 山梨県北杜市高根町箕輪 2265-3   

連絡・問い合わせは牧師へ：408-0205 北杜市明野町浅尾新田 1324  TEL 0551-25-4008  

ﾒｰﾙ komechan.olive @ orange.zero.jp  HP は「日本基督教団八ヶ岳伝道所」で検索して下さい。 


